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今回の言葉 

別にいいよ、恥かいたって。 

一晩もすれば、忘れちゃうよ。 
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Column 
 ちびまる子ちゃんは、言わずと知れた国民的アニメ作品です。今回の言葉は主人公の『まるちゃん』の楽天的な

イメージそのもので、このセリフが出たシーンは知らないのですが“まるちゃんならきっとそう言うだろうな”

と思うような言葉です。私自身、失敗を恐れて挑戦を躊躇している時に、何度か同じような言葉をかけられたこ

とがあります。幼い頃は『そんなに簡単じゃない』と思っていました。実際に失敗してしばらく落ち込んだこと

もあります。特に今回の言葉のような楽観的な言い回しで声をかけられたら『人の気も知らないで…』と、余計

に挑戦することや自分と向き合うことから逃げたくなる心理も理解できるなとも思います。 

これまでの自分を振り返ってみると、こういったアドバイスに感謝はするものの、やはり躊躇してしまう場面は

ありました。しかし、そのまま挑戦せずに終わったことはありませんでした。また、その理由についても深く考

えたことはありませんでした。周りからの励ましがあろうがなかろうが、その全てシャットアウトして挑戦しな

いという選択もできたはずです。では、なぜ挑戦することができたのかと考えると、その言葉がポジティブだっ

たからであり、純粋にパワーを貰ったと感じたからだと思います。 

言葉は時々『言霊〜ことだま〜』と表されることがあります。言霊とは、古代、言葉が持っていると信じられた

神秘的な霊力のことです。 言葉には「言霊」があり、発した言葉通りの結果が表れる力があると考えられていま

した。例えば試験当日に“滑る”という言葉を使わないのも縁起の悪い言葉を使うことで悪い結果になってしま

うと考える言霊思想に基づいているものです。そういうことであれば、家族や仲間に対してできる限りポジティ

ブな言葉をかけるべきであり、できる限りポジティブな言葉を浴びながら過ごすべきです。時々『自分に言い聞

かせる』という言葉を使うことや実際に行動に移すことがあると思いますが、私はそういうことが必要だという

時にだけ言霊の効果があるとは思いません。日々の積み重ねが未来に繋がります。日常から耳に入ってくる言葉

の全てを言霊だと考えるのが自然です。誰からの言葉を一番多く聞くと思いますか？答えは音声だけでなく思い

浮かべただけでも入ってくる自分自身の言葉です。ネガティブな言葉を聞かない日はありませんが、ポジティブ

な言葉を多く発していくことで気持ちを上向きにしていきたいものですね！ 

『ちびまる子ちゃん』は、さくらももこによる日本の漫画作品、お

よび同作品を原作とするテレビアニメである。また本作の主人公の

ニックネームでもある。  


